
県南農民組合に女性部復活！県南農民組合に女性部復活！ のーと

青年部の活動、地元の農や食のことをリレーで紹介NOTE

税金申告を終え春の農作業間近の3月20日、白河市きつねう
ち温泉で女性部再結成をしました。参加者は5名でしたが、
一人一人が自分の農作業の様子や困難さを語り、農業あるあ
る話には一同うなずきながら大笑いし、楽しいひと時を過ご
しました。周りの女性たちに声掛けしながら女性部を大きく
していくこと、秋には収穫祭を女性部主導で開くことなどを
計画しました。

3.13 重税反対行動が今年50回目の年、農民連
からも約120名が参加。「伝統を引き継ぎ、納
税者の権利が守られる政治の確立を求めて行動
を強めていきましょう」と集会アピールが提
案、採択されました。その後、税務署までのデ
モ行進で街中に怒りのこもったシュプレヒコー
ルを響かせました。
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郡山市石筵養蜂園で養蜂業をやって
います。冬の休暇が終わり、春の桜が
咲きだすと、蜜蜂と養蜂の季節がやっ
てきます。花が咲いている期間しか蜂
蜜が採れません。今年も蜂蜜が採れ
るよう、頑張ります。　ｂｙ後藤（郡山）

参加者の感想
　講演を聞いて表示だけで判断していては身体に
良くないものもあるのだと実感。話を聞けば聞く
ほど自分たちで作った米が一番安心かなと感じま
した。安くておいしいものに隠れた危険を知るこ
とができ勉強になりました。ミニ産直市で買った
腰かごと帽子が家族に好評でした。冬の間、籠の
作り方や帽子の作り方講座をやったら楽しいかと
思います。        安達地方農民連　菅野 まゆみさん

　総会の時間が短く提案された内容を深められな
かったと思います。種を守る活動を何らかの形に

していけたらと思います。自家採取、
固定種や国内採種の大切さなど
の学習会を企画してほしいと思
います。
会津農民連　渡部 よしのさん

県内各地から多くの方が集い、しばらくぶ
りでお会いした方々と話に花が咲き、産直交流では手作
りの品であふれ元気をいただきました。女性の自立には
①自分の収入を得る②役割が認められる③決定の場に出
るという話に納得、八田さんの話には改めて国産の重要
性、地産地消の大切さ、食の安全・安心が農民連の活動
につながっていると思いました。

須賀川農民連　渡辺三起子さん
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農
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世
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取
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世
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みつばちかだん
プロジェクト

　ミツバチが減っていると言われ、 その原因に農薬

の問題と合わせ、 蜜源や花粉が減っていることも考え

られています。一年間花をリレーし蜜源になる環境作り

の取り組みが始まっています。レンゲ、クローバー、ヘ

アリーベッチ、蕎麦の種を撒いてまずは観察してみるこ

とを始めてみ

ませんか。

第25回福島県農民連
　　　女性部協議会総会

      身近なところから　
ワクワクする取り組みをひろげよう!

女性が出番女性が出番

春雪の降る3月31日㈰、大玉村の西部ふれあいセンターで第25回
福島県農民連女性部協議会総会が開かれました。午前の総会、
午後からの講演会を合わせ56人が参加、農業の置かれている状
況や食品分析から見えてきた問題などを学習しました。

春雪の降る3月31日㈰、大玉村の西部ふれあいセンターで第25回
福島県農民連女性部協議会総会が開かれました。午前の総会、
午後からの講演会を合わせ56人が参加、農業の置かれている状
況や食品分析から見えてきた問題などを学習しました。

詳しくは農民連分析センター ☎03-5926-5131


